
厚生労働省 山梨労働局 監督課

トラック運転手の労働時間等の現状と取組について

資料３



山梨県内の運輸業の時間外労働時間数の現状
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業種別にみれば、運輸・郵便業は、全産業で一番時間外労働時間数が長い。

毎月勤労統計調査 山梨県 事業所規模５人以上の所定外労働時間数より抜粋。

グラフは、事務局作成。
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トラック運転者の労働時間の現状
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山梨労働局 トラック事業者自主点検



トラック運転者の労働時間の現状
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• 県内387事業場に送付し、303事業場から回答（回収率：82.8％）

• 30人以下の事業場が全体の４分の３であり、いわゆる中小企業が多くを占めている。

• 多くの事業場は、１年以内に36協定（時間外労働・休日労働に関する協定届）を届出ている。

自主点検
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トラック運転者の労働時間の現状
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サマリー

45時間以下
47%

45超～

80以下
36%

80時間超
17%

最長の時間外労働時間数

45時間以下 45超～80以下 80時間超

30人未

満

61%

30人超
39%

80時間超の労働者がいる

事業場の割合

30人未満 30人超

• 過労死ラインである、80時間を超える時間外労働が行われている事業場が、17％にのぼっている。

• また、80時間を超える時間外労働が行われている事業場の６割は、30人未満の事業場である。



トラック運転者の労働時間の現状
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• 2時間を超える荷待ち時間があった事業場、26％に上っている。最長の荷待ち時間は、10時間。

• ほぼ全ての事業場は、健康診断を実施している。

自主点検
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• 違反の可能性が高い事業場に対しては、監督指導を実施。

• 違反の可能性が低い事業場（主に中小規模の事業場）に対しては、集団指導（説明会）を実施。

自主点検を受けた今後の対応



山梨労働局の取組
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• 労働関係法令の違反の可能性が高いところに対して、監督指導を実施。

• 一定水準以上の改善基準違反等については、国交省運輸支局に通報を行っている。

• また、年間数件、運輸支局との合同監督を実施し、次年度も実施予定。

監督指導等の実施

• 各労働基準監督署で労働時間、改善基準などの説明会を開催（今年度６回）。

• また、トラック協会のご協力をいただき、会員企業に対して、同様の説明会を開催した（今年度２回）。

集団指導

• 労働時間・支援班による、荷主に対する要請を実施（今年度85件）。

• 自動車運転者の長時間労働の改善に向けたポータルサイトの開設（本省実施）

周知活動



監督実績の概要

監督実績

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度

2846363130監督件数

92.8%95.6%91.7%83.9%86.7%違反率

概要：依然として高い違反率となっている。特に、労働時間、年次有給休暇に関する違反率が高い。

主な違反条文
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